
東日本大震災被災地支援募金にご協力ください  

すべての支援活動は、募金によって支えられています。 

2013年度募金目標額 （一般募金）：2,000万円 

＜2013年 4月 1日から 4月 30日現在 募金状況＞  

国内から２２７万円 国外から０万円  

≪合計２２７万円≫ 

＜目標に対する不足額＞ 

1773万円 

お祈りとご協力に心から感謝申し上げます。 

送金先：郵便振替００１４０－９－１８０８８１ 宗教法人日本バプテスト連盟総務部 

※「大震災被災地支援募金」と明記してください。※募金は極力、教会単位でご送金ください。 

海外からの募金は別口座になります。総務部までお問い合わせください。 

                                          

仮
設
支
援
報
告 

①
岩
手
県
・
野
田
村

の

だ

む

ら

仮
設
訪
問
（
４
月
１９
日
実
施
） 

北
海
道
連
合
と
岩
手
・
青
森
チ
ー
ム
で
支
援
。
今

回
参
加
者
は
１０
名
。
野
田
中
集
会
所
、
泉
沢
集
会
所

を
訪
問
。
今
回
は
南
九
州
地
方
連
合
の
牧
師
会
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
お
菓
子
の
「
黒
棒
、
白
棒
」
と
小
松

ケ
丘
教
会
か
ら
の
ク
ッ
キ
ー
で

「
お
茶
っ
子
」（
お
茶
会
）
を
開

催
。
ま
た
北
海
道
連
合
災
害
対

策
委
員
会
よ
り
い
た
だ
い
た
北

海
道
ブ
レ
ン
ド
米
を
お
届
け
し

ま
し
た
。 

②
宮
城
県
・
牡
鹿

お

し

か

支
援
活
動
（
４
月
２０
日
実
施
） 

仙
台
地
区
の
教
会
よ
り
３０
名
が
参
加
し
、
午
前
中

は
給
分
浜
、
午
後
は
牧
浜
を
訪
問
。
談
話
室
で
「
お

茶
っ
子
」（
お
茶
会
）
と
音
楽
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催
。
お

茶
菓
子
は
北
九
州
の
直
方
教
会
よ
り
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
テ
ン
ト
を
張
り
、
簡
易
ベ
ン
チ
を
お
い
て
ミ
ニ

カ
フ
ェ
を
開
催
。
な
ん
と
か

し
て
、
仮
設
の
外
に
出
て
お

交
わ
り
で
き
る
場
作
り
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
城

チ
ー
ム
は
、
５
月
の
支
援
よ

り
、
給
分
浜
と
牧
浜
支
援
を

午
前
中
同
時
進
行
予
定
。
牧

浜
の
談
話
室
支
援
は
仙
台
教

会
、
給
分
浜
の
談
話
室
支
援
は
大
富
教
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

③
宮
城
県
・
元
裏

も
と
う
ら

屋
敷

や

し

き

仮
設
住
宅
支
援
（
４
月
２７
日 

実
施
）
大
富
教
会
よ
り
８
名
が
参
加
。
談
話
室
で
「
お

茶
っ
子
」（
お
茶
会
）
と
手
品
で
盛
り
上
が
っ
た
そ
う

で
す
。
今
後
は
２
ヶ
月
に
一
度
訪
問
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

④
宮
城
・
宮
前

み
や
ま
え

仮
設
支
援
（
４
月
２２
日
実
施
） 

 

仙
台
北
教
会
よ
り
５
名

が
参
加
。
鯉
の
ぼ
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
鯉
の
ぼ
り
お
菓
子
セ 

ッ
ト
、
菖
蒲

あ

や

め

の
香
り
入
浴
剤 

配
布
。
５
月
９
日
に
も
支
援

に
で
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

⑤
福
島
県
・
緑
が
丘

み
ど
り
が
お
か

東
７
丁
目
仮
設
支
援
（
４
月
２７ 

日
実
施
）
参
加
者
は
14
名
。
ぜ
ん
ざ
い
を
作
っ
て
お

茶
っ
こ
（
お
茶
会
）
で
お
出
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ゆ
ず
茶
も
大
好
評
。
今
回
は
歌
声
喫
茶
と
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操
、
そ
し
て
ア
ロ
マ
ブ
ー
ケ
を

皆
さ
ん
で
作
成
し
ま
し
た
。
終
わ

り
ご
ろ
に
は
男
性
の
方
々
が
増
え

て
き
て
一
生
懸
命
に
ブ
ー
ケ
を
作

っ
て
「
ト
イ
レ
に
飾
る
べ
」
と
喜

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。 

⑥
岩
手
県
・
安
渡

あ

ん

ど

小
学
校
仮
設
支
援
（
４
月
１８
日
、

２７
日
実
施
）
盛
岡
教
会
に
よ
る
支
援
活
動
。 

４
月
１８
日
よ
り
保
育
園
だ
っ
た
部
屋
を
カ
フ
ェ

で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

旧
校
舎
を
三
月
一
杯
で
取
り
壊
す
予
定
で
し
た
が
、

予
想
以
上
に
諸
々
の
事
柄
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
今

年
度
一
杯
は
校
舎
の
建
物
は
残
る
と
の
こ
と
。
し
ば

ら
く
、
カ
フ
ェ
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。 

⑦
岩
手
県
・
小
鎚

こ

づ

ち

第
４
、
第
７
仮
設
支
援 

（
４
月
２２ 

日
～
２４
日
実
施
）
遠
野
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
参

加
者
５
名
。
ブ
ー
ケ
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。
瓦
礫

と
更
地
に
な
っ
た
場
所
に
桜
が

満
開
で
し
た
。 

今
回
の
「
祈
り
の
絆
」
で
は
久
し
ぶ
り
に
現
在
支

援
中
の
仮
設
支
援
活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
度
も
主
か
ら
派
遣
さ
れ
た
場
所
で
こ
の

よ
う
に
支
援
活
動
が
続
け
ら
れ
ま
す
。
仮
設
生
活
も

３
年
目
に
入
ろ
う
と
す
る
今
、
少
し
ず
つ
、
人
間
関

係
が
分
断
さ
れ
た
り
、
こ
じ
れ
た
り
、
様
々
な
課
題

が
噴
出
し
始
め
ま
し
た
。「
和
解
の
福
音
に
仕
え
る
」

こ
の
使
命
を
私
た
ち
は
主
か
ら
い
た
だ
い
て
歩
み
始

め
た
直
後
の
震
災
で
す
。
今
、
主
か
ら
教
会
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
、
主
に
聞
き
つ
つ
、
歩
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

原
発
事
故
に
関
し
て
は
冬
に
向
け
て
、
燃
料
棒
の

取
り
出
し
や
、
１
号
機
の
カ
バ
ー
を
一
時
期
取
り
外

す
と
の
こ
と
。
汚
染
水
処
理
の
問
題
も
解
決
し
て
い

ま
せ
ん
。
５
月
５
日
の
礼
拝
後
、
郡
山
コ
ス
モ
ス
通

り
キ
リ
ス
ト
教
会
の
皆
さ
ん
は
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
会
津
の
鶴
ヶ
城
に
出
か
け
ま
し
た
。
車
の

窓
を
開
け
て
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
と

の
こ
と
。
窓
か
ら
入
る
風
に
子
ど
も
た
ち
は
「
気
持

ち
い
い
～
」
と
大
喜
び
。
こ
ま
め
に
線
量
の
低
い
場

所
に
出
か
け
て
い
く
計
画
を
立
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

    

                                

                                          

                 

2013 年 5月 15 日 全国発送版≪第 20号≫ 
東日本大震災被災地支援委員会ニュースレター 

祈りの絆 
連盟の被災地支援に関する情報は、連盟ホームページをご覧ください。http://www.bapren.jp/ 

お祈りください 

①原発事故の収束、汚染水の処理、燃料棒取り出しが速やかに行われるように。 

②新体制になった東日本被災地支援委員会、現地支援委員会の働きを覚えて。 

③被災された方々にとって必要な支援活動を行うことができるように。 

 

会津 鶴ヶ城 

※祈りの絆１９号にて原発課題班コラムの連載番号が⑦となっておりました。正しくは⑩でした。お詫びして訂正いたします。 

東日本大震災被災地支援委員会原発課題班コラム 

原子力発電と放射能について 
知っておきたいこと⑪ 

 
 東京電力福島第一原子力発電所の事故は、多くの裁判を引

き起こしています。国家や電力会社の賠償責任が問われてい

ます。 

 聖書と裁判はなじみ深いものです。特に終末についての希

望は、正しい裁判に対する希望です。不当におとしめられ涙

を流している人、地上の裁判でさえ救済されない人が、世の

終わりに来るキリストによって正当に報われるのです。この

終末信仰はわたしたちの生き方を方向づけます。 

 （１）地上の裁判が御心に沿っているかを見張り、見極め

ましょう。しばしば起こることは賠償範囲の線引き（たとえ

ば事故現場から 30 ㎞圏内か圏外かの区分など）による被害

者たちの分断です。できる限りの公正さを求めなくてはいけ

ません。被ばくを強いられているすべての人、避難を強いら

れているすべての人、高線量地域への居住を強いられている

すべての人への誠実な謝罪と賠償が必要です。 

 （２）立法措置や行政サービス、さらには司法による救済

から漏れてしまう人に仕えましょう。制度作りや裁きには限

界がありうるからです。教会はソフト面での支援に強みを持

っています。東日本委員会も、除染支援・健康診断支援・保

養支援などを行っています。 

 （３）主の来臨の一日も早いことを祈りましょう。（１）

と（２）の不備は、イエス・キリストが来られるとき完全に

贖われます。その希望を持っているのでわたしたちは今も事

故後のさまざまな状況に苦しむ人々と共に歩むことができ

るのです。 

原発課題班（城倉啓） 

今後の予定 
 

 遠野ボランティアセンター 

5月 14日～１８日、5月 20日～22日 

(※募集は締め切りました。)  

6月 13日～15日、7月 4日～6日 

（ボランティアの応募については連盟ホームページ被災地支援

ブログにてご確認ください。) 
 

 牡鹿支援       5月１８日 

 野田村支援      5月 20日 

 宮前仮設支援     5月 21日 

 緑が丘仮設支援    5月 23日 

 安渡仮設支援     5月 27日 

 第２回アゴラ     5月２５日 
 

それぞれの支援活動をおぼえお祈りください。 

 


